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※ダークブラウン
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※Uボルトアンカーは、地覆修復時に埋め込んでおくこと。
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【石渕橋 単独】

2)各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

※ダークブラウン

注記：1)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないようにすること。

3)鉄筋の最小かぶり厚（純かぶり）は40㎜とする。

4)コンクリートは、24-12-25BBとする。

5)アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

第2A1磯001号　社会資本整備総合交付金事業

中山橋・石渕橋　橋梁修繕耐震補強工事

5610 350350

19
5

Φ114.3

180



工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

会 社 名

図面番号
葉 之 内

事務所名

3 3図 示

志 摩 市

平 面 図
S=1:30

断 面 図
S=1:10

A - A 側 面 図
S=1:30

5
0

=3
00

50

40
0

2
@1
50

50 230 23@250=5750 230 50

6310

18
012

0
10
0

150 130 23@250=5750 130 150

50 230 23@250=5750 230 50

150 130 23@250=5750 130 150

6310

50 230 23@250=5750 230 50

6310

5
0

10
0

50

20
0

50
19
5 10

0

5
0

1
95

20
0

39
5

B - B 側 面 図
S=1:30

50 2@150=300 50

50
19
5

1
00

5
0

5
0

1
00

5
0

2
00

100 120 180

400

39
5

30 50

80

A

A

B

B

A1 D13

A1 D13

W3 D13

W3 D13

W1 D13

W3 D13

W2 D13

W1 D13

W1 D13

W2 D13

1
00

1
00

100

300

W1 26-D13×1000

アンカー筋

29
5

W2 26-D13×300

6210

W3 7-D13×6210

34
5

A1 52-D13×350(アンカー筋)

SD345

SD345

記号 径 長　　さ 単位重量 1本当り重量 本数 重　　量 形　　状 摘　　要

W1 D13 1000 0.995 0.995 26 25.9

W2 D13 300 0.995 0.299 26 7.8

W3 D13 6210 0.995 6.179 7 43.3

A1 D13 350 0.995 0.348 52 18.1
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【石渕橋 単独】

2)各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

注記：1)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないようにすること。

3)鉄筋の最小かぶり厚（純かぶり）は40㎜とする。

4)コンクリートは、24-12-25BBとする。
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